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一般会計補正予算一般会計補正予算
　　　　　（6 号・7 号）　　　　　（6 号・7 号）

総額110億2,397万円に

6号で　2億992万円追加、

７号で　402万円追加し

裁
判
関
係

委
託
料　
　

１
０
０
万
円

補
償
金　
　
　

６
２
万
円

教
職
員
住
宅

ト
イ
レ
水
洗
化
工
事（
５
箇
所
）

　
　
　
　
　
　

５
２
２
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品

発
送
委
託
料

　
　
　
　
　

３
４
１
６
万
円

給食センター需用費自動体外式除細動器
（AED）購入（34箇所）

1,261 万円624 万円

庁舎内 AED
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特別委員会設置の趣旨と賛否結果特別委員会設置の趣旨と賛否結果
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有 

留
中 

原 柳 富 

永
青 

井
太 

鼓
恒 
吉

木 

村
重 

田
柳 

川
石 

倉
田
布
尾

加 

藤

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ －

　「放射性物質等受け入れ及び原子力関連施設立地に関する調査特
別委員会」設置について

　12月議会に於いて住民より提出された陳情書「放射性物質等受け入れ拒否及び原子
力関連施設の立地拒否に関する条例制定」について肝付町議会としても議論し、全国
の自治体の動向、専門家などの意見、肝属郡内の自治体の実態からして社会的問題と
なっている現状を鑑み、特別委員会の設置を賛成 9、反対 3で可決した。

※議長については採決権なし

ー諸般の報告ー
11月13日（月）  第 3 回臨時会が開かれ、その後

全員協議会の開催

11月17日（金）  市町村総合事務組合議会定例会 

の開催

11月19日（日）  全国議長会主催町村議会議長全 

国大会及び郡議長会議長行政産

業視察研修

11月25日（土） 内之浦地区農林業まつりの開催

11月26日（日） 銀河マラソンの開催

11月30日（木）  肝属郡町村議会議長会定期総会 

の開催

12月 1 日（金）  議会運営委員会及び全員協議会 

の開催

　　　　　　　　 その後県町村議会議長会理事会 

の開催

12月2日（土） 肝付町社会福祉大会の開催

12月3日（日）  議会報告会の開催（10 ペー 

ジ参照）

12月5日（火）  肝付町生涯学習推進会議の 

開催

12月7日（木） 肝付町漁業振興推進協議会 

 の開催

12月8日（金）  12 月定例会（初日）が開かれ、

その後全員協議会の開催

12月9日（土）  大隅縦貫道整備促進決起大 

会の開催（9ページに写真 

掲載）

12月11日（月） 総務・文教委員会の開催

12月15日（金）  12 月定例会（中日）が開か 

れ、その後全員協議会の開 

催

委員長　　富永洋一議員
副委員長　有留智哉議員

採決表



重
田　

ま
ず
、
本
町
の
畜

産
及
び
そ
の
他
耕
種
部
門

の
過
去
３
年
間
の
年
収
の

推
計
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

町
長　

畜
産
部
門
は
生
産

者
の
長
年
の
努
力
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
農
業
生
産

の
基
幹
部
門
と
し
て
定
着

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
具
体
的
な
年
度

別
販
売
額
は
平
成
26
年
度

が
48
億
４
千
万
円
、
27
年

度
が
49
億
１
千
万
円
、
28

年
度
が
55
億
９
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
耕

種
部
門
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
隅
地
域
振
興
局
が

ま
と
め
て
お
り
ま
す
大
隅

地
域
の
農
業
に
よ
り
ま

す
と
、
平
成
25
年
度
が

米
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
野

菜
、
果
樹
、
花
卉
の
合
計

で
18
億
４
千
万
円
、
26
年

度
が
17
億
円
、
27
年
度
が

16
億
８
千
万
円
で
ご
ざ
い

ま
す
。
た
だ
今
申
し
上
げ

ま
し
た
数
字
は
特
定
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
産
さ

重
田　

寅
男 

議
員

れ
る
品
目
は
集
計
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
別
途

加
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
農
業
振
興

課
で
集
計
し
て
お
り
ま
す

農
業
の
現
況
と
目
標
に
よ

り
ま
す
と
、
平
成
26
年
度

か
ら
28
年
度
に
か
け
て
、

21
億
円
で
推
移
し
て
お
り

ま
す
。

重
田　

次
に
、
今
申
し
上

げ
ら
れ
た
よ
う
な
現
状
の

実
態
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
農
業
部
門
の
年
収
の
向

上
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長　

畜
産
に
つ
い
て

の
課
題
は
、
や
は
り
、

飼
養
農
家
の
高
齢
化
で

あ
り
農
家
の
減
少
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
、

中
核
農
家
の
規
模
拡
大

に
伴
う
支
援
や
新
た
な

担
い
手
確
保
支
援
や
高

齢
農
家
が
一
日
で
も
長

く
元
気
に
飼
養
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
、

こ
の
三
つ
の
柱
を
中
心

農
政
部
門
の
過
去
３
ケ
年
の
年
収
状
況
は

町
長
…
畜
産
は
、
安
定
し
て
推
移

      　

そ
の
他
耕
種
部
門
は
、
横
ば
い
状
態
で
推
移

に
生
産
者
と
一
体
と
な

っ
た
支
援
に
取
り
組
み
、

畜
産
農
家
の
所
得
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

耕
種
部
門
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
や
は
り
畑
か

ん
を
活
用
し
た
水
利
用

作
物
の
推
進
で
あ
ろ
う

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重
田　

肝
属
中
部
畑
か

ん
も
一
部
通
水
が
、
笹

ケ
尾
、
鳥
越
、
永
野
地

区
を
皮
切
り
に
来
春
以

降
随
時
始
ま
り
ま
す
。

「
実
証
ほ
」
の
取
り
組

み
成
果
を
踏
ま
え
て
目

指
す
作
物
は
ど
う
な
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

目
指
す
作
物
は
、

水
利
用
効
果
の
高
い
作

物
を
考
え
て
お
り
ま
し

て
、
施
設
園
芸
の
カ
ラ

一 

般

質

問

掲
載
し
て
あ
る
文
章
は
議
員
自
ら
執
筆
し
た
も
の

ー
ピ
ー
マ
ン
や
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
の
普
及
、

露
地
野
菜
で
は
ゴ
ボ
ウ
、

サ
ト
イ
モ
、
加
工
用
バ

レ
イ
シ
ョ
の
根
菜
類
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培

を
考
え
て
お
り
ま
す
。中村園地区　カラーピーマンハウス内

中村園地区　カラーピーマンハウス
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30
年
度
以
降
の
稲
作
の

あ
り
方
が
、
我
が
町
の
農

業
振
興
を
背
負
う
大
き
な

問
題
！

富
永　

平
成
30
年
度
か
ら

生
産
調
整
が
な
く
な
る
。

　

今
後
の
米
作
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

行
政
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
で
も
な
い
。

　

JA
の
役
割
が
大
き
い
と

考
え
る
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
水

稲
部
会
の
有
志
の
方
々
に

お
い
て
、
お
い
し
い
米
づ

く
り
研
究
会
を
組
織
し
、

現
地
検
討
委
員
会
や
成
分

分
析
等
に
と
り
く
ん
で
い

る
。

　

品
種
の
選
定
、
販
売
に

つ
い
て
は
、
JA
に
頑
張
っ

て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

富
永　

JA
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

の
か
。

町
長　

米
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
協
議
し
て
い
る
。

今
後
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

富
永　

産
米
改
善
に
つ
い

て
は
、
部
会
の
活
用
と
、

予
算
化
が
必
要
と
考
え
る

が
。

町
長　

水
稲
部
会
に
つ
い

て
は
真
剣
に
取
り
く
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

予
算
化
に
つ
い
て
は
、

他
部
会
と
の
均
衡
も
あ
り

部
内
協
議
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

米
作
以
外
の
水
田
活
用

を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の

課
題
！

富
永　

今
後
の
水
田
活
用

に
つ
い
て
、
振
興
計
画
は

作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

28
年
４

月
振
興
改
革
第
２
次
で
作

成
し
、
水
田
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
利
活
用
検
討
委

員
会
、
水
田
農
業
推
進
会

議
を
組
織
し
、
水
田
農
政

の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
。

富
永　

水
田
の
排
水
対
策

に
つ
い
て
は
、
整
備
済
み

水
田
も
行
う
の
か
。

課
長　

整
備
水
田
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
事
業
を
活

用
す
る
か
、
簡
易
な
方
法

で
改
善
で
き
な
い
か
、
研

究
機
関
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
調
査
を
進
め
る
。

　

台
風
22
号
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

町
長
…
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
対
応
し
て

　
　
　
　
　

い
く
、
地
域
の
方
々
と
も

　
　
　
　
　

話
し
合
っ
て
進
め
る

　

30
年
度
以
降
の
米
作
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か

町
長
…
JA
の
役
割
が
大
き
い
、
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
や
っ
て
い
く

　

台
風
22
号
に
よ
る
、
東

大
園
、
波
見
地
区
の
被
害

対
策
を
！

富
永　

災
害
時
の
初
動
対

応
は
防
災
係
が
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
。

町
長　

総
務
防
災
係
は
指

揮
系
統
を
と
る
係
と
考
え

る
。
御
理
解
願
い
た
い
。

富
永　

波
見
、
東
大
園
地

区
の
被
害
対
策
は
ど
う
な

荒れた水田風景　一部飼料

富
永　

洋
一 

議
員

っ
て
い
る
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

班
が
動
い
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の

方
々
と
協
議
し
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
。

富
永　

集
落
道
に
つ
い
て

は
十
分
な
資
材
提
供
を
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

東大園排水路

波見地区住民による後かたづけ
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本　　会　　議 今　　期
本  会  議
出席日数
5４日

一般質問

可能回数

15回

H２６年
開催日数
11日

H２７年
開催日数
14日

H２８年
開催日数
1４日

H２９年
開催日数
15日

有留　智哉 １１ １４ １４ １５ ５４ ６

中原　　稔 １１ １４ １４ １５ ５４ ８

柳　　一夫 １１ １４ １４ １５ ５４ １０

富永　洋一 １１ １４ １４ １５ ５４ １５

青井　國男 １１ １４ １４ １５ ５４ ３

太鼓　重義 １１ １４ １４ １５ ５４ ９

恒吉　智彦 １１ １４ １4 １５ ５４ １

木村　實馬 １１ １４ １４ １５ ５４ ４

重田　寅男 １１ １４ １４ １５ ５４ ５

柳川　良則 １１ １４ １４ １５ ５４ ０

石倉　勝美 １１ １４ １４ １５ ５４ ０

田布尾重治 １１ １４ １４ １５ ５４ ２

加藤　義昭 １１ １４ １４ １５ ５４ １

益山　二郎 １１ １４ １３ ６ ４４ １２

肝付町議会本会議出席・一般質問状況

区分

議員名

平成26年 5月1日改選後よりの集計表
※　益山議員については平成29年 6月26日辞職
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１．視察日　平成 29年 11月 6日（月）～平成 29年 11月 8日（水）　３日間
２．視察先　島根県・鳥取県
３．概　要
●視察場所　 島根県邑智郡邑南町　邑南町役場
　視察内容　 邑南町は、平成 23 年度から平

成 27 年度（5ヵ年計画）の邑
南町農林商工等連携ビジョンに
（A級グルメ）食と農産業戦略
室の方向性と題して、定住者の
確保や、観光客の入り込み客数
の増と、日本一の子育て村を目
指した子育て支援ガイド（子育
てに安心な医療体制）24 時間
救急受付体制など、豊富な子育
て支援策等が講じられていた。

　

●視察場所　島根県雲南市　株式会社吉田ふるさと村
　視察内容　 雲南市の人口は 39,338 人で、世帯数は 13,834 世帯である。旧吉田町の人口は

1,745 人で市人口の 4.4％を占めている。世帯数は 647 戸で全体の 4.7％を占め、
高齢化率は市の平均（37.38％）を上回り45.33％と、合併した6町の中で最も高
い地域であった。吉田町は、日本の製鉄生産の中心地として栄えてきたが、19世紀
の後半に近代製鉄技術が導入されてから過疎化が進行した町である。株式会社吉田
ふるさと村は、この吉田町にある。

　　　　　　株式会社吉田ふるさと村は、「自分たちの村（町）を消滅させてはならない」そんな
　　　　　　強い思いが村（町）と地域住民を突き動かし、資本金 1,500 万円、株主 37名、　
　　　　　　従業員 6名で、昭和 60 年
　　　　　　に起業した第 3セクターの
　　　　　　会社である。
　　　　　　特産品の開発や、公共団体
　　　　　　の行う業務の委託など、多
　　　　　　様な業務を経営し、地域産
　　　　　　業の振興や雇用の創出に貢
　　　　　　献しているとの説明を受け
　　　　　　た。

行政視察報告書 産業・福祉委員会

株式会社　吉田ふるさと村

邑
おうなん

南町役場での調査
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　　　　　　 毎年 200 万人強の観光客を維持し、商店
街の活性化にも寄与している。特に驚いた
のは、我が町出身の『一反木綿』の人気
ぶりである。

　　　　　　 絵タイルは基より、商店街の看板の下絵に
使用され、また通りに掲げてある案内用ノ
ボリは全て『一反木綿』を使用したノボリ
であった。果ては『一反木綿焼』なるイカ
焼きさえ販売されていた。

　　　　　　 我々は我が町の財産の大切さを教えられた
ようである。

商品の看板

商店街案内用のノボリ

歩道の絵タイル

●視察場所　鳥取県境港市　境港市役所
　視察内容　 平成元年より、市長の考える「緑と文化の

まちづくり」をテーマに JR 境港駅から商店
街を結ぶ目抜き通りに、当地出身の水木し
げる氏の漫画に登場する人物達を、歩道に
オブジェモニュメントとして設置し、また絵
タイルとして貼り付け「水木しげるロード」
として人々に親しまれる街づくりを推し進め
ている。

　　　　　　 NHKで放送された「ゲゲゲの女房」など、
メディアに取り上げられ大反響があり、また
クールジャパンを求め、世界中から観光客
が誘われる名所となっている。

商店の看板

商商商商商商品商品商品商品商品商品商商商商商品商商商品商品商品品品商品商品商品商品商品商品商品商品商品商品商品商品商品品商商品商商品商商商商品商 のの看の看の看の看の看看の看の看看の看のの看看看看の看の看看看看板板板板板板板板板板板板板板板板板板
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大隅縦貫道整備促進決起大会が南大隅町で開催。森山衆議院議員、
尾辻参議院議員、野村参議院議員、三反園県知事も出席されました。12月9日

　4．委員会の意見
　（１） 邑南町
　　　　邑南町は、農産物のブランド化ではなく、地産地消を含め地域にある農産物すべてを「こ
　　　 こでしか味わえない食や体験」と題し、A級グルメ構想のもとで開発されたメニューを目的

に、町外からも多くの人を呼び込んでいる。結果として、農産物を栽培する高齢者も楽し
んで野菜栽培に取り組んでいる。

　　　　我が町も、新しい農産物への取り組みも必要だが、現在作付されている農産物をどう生
　　　かすか、今一度原点に帰って考える必要があるのではないか。

　（２） 株式会社吉田ふるさと村
　　　　会社は市などから出資を受け多様な業務を経営しているが、「自立経営」による努力が
　　　 なされている。我が町も生活改善グループ等の活用の見直しを考えるべきではないか。ま

た、（株）吉田ふるさと村同様、赤字補填に頼らない自立できる民間活用も考え、早急に
その成果を見出すべきである。

　（３） 境港市
　　　　境港市は、水木しげる氏の漫画「ゲゲゲの鬼太郎」のキャラクターを活かした水木しげ
　　　 るロードと、松葉ガニ等の水産物を結び付ける観光施策を展開し、多くの観光客が訪れる。

我が町も、日本最初のロケット基地、ハヤブサの町としての取り組みがなされているが、
ロケット打上げ時の見学者を、その後もどう引き留めるかが課題である。

　　　　水産業の振興策として、例えば魚市場の開設や、観光漁業への取り組み等、ロケットと
　　　水産業をマッチングさせた取り組みをするべきではないか。

決起大会決起大会
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● せっかくの報告会でもう少し住民に参加してほしい
です。PRでしょうか。
●議会がひとつになって頑張ってください。
● なぜ報告会に町民が参加しないのか考えてほしい。
● 議会の広報誌も充実されたし、このような報告会も
より町民への広報が進んでいる事が好ましい。
●今後も続けてほしい。
● 町民が行政や議会に興味が上るような手立てがほしい。議会や行政だけでなく住民も一緒
になって町おこしを。そんな肝付町になってほしい。
●  2011.3.11　東北震災を受けて串間市の原発誘致はパッと止まった。関係者に聞くと市議
会で計画を中止したとのこと。その理由、原発推進は駄目、進めるきでないということ。
● 辺野古に運んだ辺塚の採掘した後には、「最終処分場」が、導入有力であると南九州新聞
にありました。近隣の肝付町も導入には絶対反対すべきである。予防線を張ってほしい。
国は青森と鹿児島をねらっている。（北・南の端）

12月3日（日） 議会報告会開催
参加者：内之浦地区　7名　　高山地区　5名　下記の意見をいただきました。

議会報告会議会報告会

　

裁
判
費
用
を
考
え
る
。

　

2
年
に
渡
る
富
山
地
区
配
水
管
撤
去
の
裁
判
は
と
う
と
う
12
月
に
決
審
し
た
。

　

初
め
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
パ
イ
プ
を
「
撤
去
し
て
」
と
お
願
い
し
た
も
の

だ
っ
た
。

　

そ
の
後
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
際
、
古
い
パ
イ
プ
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
こ
の

余
分
な
工
事
の
代
金
と
し
て
30
万
円
を
肝
付
町
に
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

町
は
丁
寧
な
交
渉
も
せ
ず
、
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
と
聞
く
。

　

さ
ら
に
掘
り
出
し
た
パ
イ
プ
を
無
断
で
持
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　

裁
判
で
し
か
解
決
す
る
方
法
は
な
い
と
思
い
、
肝
付
町
を
訴
え
る
裁
判
が
始

ま
っ
た
の
は
一
昨
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

町
は
地
上
権
を
主
張
。
し
か
し
、
地
上
権
設
定
の
土
地
の
固
定
資
産
税
は
免

除
さ
れ
る
の
に
、
徴
収
し
続
け
て
い
た
。
こ
の
返
却
分
が
47
万
円
で
あ
る
。
30
万

円
の
請
求
は
15
万
円
に
減
っ
た
。（
62
万
円
）

　

弁
護
士
に
手
付
金
と
し
て
、
41
万
円
を
払
っ
て
い
た
。
配
水
管
撤
去
費
は

600
万
円
で
あ
る
。

　

12
月
議
会
に
裁
判
委
託
料
と
し
て
100
万
円
と
補
償
金
62
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。

　

何
故
、
こ
う
な
っ
た
の
か
。

　

こ
れ
が
町
民
が
望
む
行
政
の
最
善
の
判
断
と
最
良
の
処
理
の
方
法
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

反
省
す
る
点
は
何
も
無
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

文
責　

太　

鼓　

重　

義

議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　
　

太　

鼓　

重　

義

　

副
委
員
長　
　

中　
　

原　
　

稔

　

委　
　

員　
　

有　

留　

智　

哉

　

委　
　

員　
　

富　

永　

洋　

一

　

委　
　

員　
　

柳　
　
　

一　

夫

「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」 1 名ありました。

　
　
　
　
　
　

合
併
か
ら
通
算
46
号
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